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研修資料のねらい

•横浜市は、平成14年度から、全庁でグリーン購入
を実施。

•平成27年度に実施した全数調査では、グリーン
購入調達率が99.97％。

•グリーン購入適合品を見つけられない、グリーン
購入の対象品目か分からない等、の課題も。

グリーン購入の基礎と実践方法について
理解を深める

（１）基礎編 （２）実務編

2



グリーン購入サポートデスクについて

•職員の皆様に、円滑にグリーン購入を実施
していただくための手引きがあります。

•環境創造局＞環境エネルギー課＞グリーン
購入の推進からご利用ください。
（http://inw1.office.ycan/b/ks/energy/green-kohnyu/）。
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基本方針や別記を知りたいときには
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調達の手順を知りたいときには
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調達方法を知りたい
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物品等の調達フロー
特定調達物品等であるか？

必要性・必要量について、十分検討し調達することとなった。

はい

次のフロー
判断の基準へ

いいえ

非該当
なるべく環境に配慮したものを

購入しましょう（報告不要）

調達しない
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基本方針の別記に記載されている物品等
（特定調達物品等）ですか？

はい いいえ



基本方針の別記
特定調達物品等とは
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特定調達物品等の判別方法（１）
●１：品目の備考欄記載
（例）文具類 備考欄における、対象範囲の記載内容

9

●２：横浜市独自基準
（例）文具類 網掛けされた横浜市独自の内容



特定調達物品等の判別方法（１）

■備考欄における留意事項

•全ての品目で対象範囲が明記されていない。

•検索する用語と記載されている名称とが一
致しない場合、その物品が対象範囲かの判
断が付かない場合がある。

クリアファイル

ホルダー
ファイル・バインダーの名称では…
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特定調達物品等の判別方法（２）
業界団体が作成する手引き

●「グリーン購入法＜文具類＞の手引」 一般社団法人 全日本文具協会
http://www.env.go.jp/policy/hozen/green/g-law/tebiki/bungu.pdf

●「グリーン購入法の手引（オフィス家具等）」 一般社団法人日本オフィス家具協会
http://www.env.go.jp/policy/hozen/green/g-law/tebiki/office-furniture.pdf
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物品等の調達フロー
適合品であるか？

いいえ

はい

適合品
仕様書にグリーン購入法適
合品である旨を記載する

不適合品
（理由書を添付

すること）

特例品（新古品等）である

12

判断の基準を満たしている。（適合品である）

はい いいえ

特例品の判断に
より、適合または

非該当



適合品・検索方法（１）
カタログやインターネットで検索

検索例：クリアファイル ＆ グリーン購入法適合
※検索したい物品名や品目名と、「グリーン購入法適合」等の
キーワードを複数入力して検索してみよう。

●カタログでの表記例

●インターネットで検索
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適合品の検索方法（２）
環境情報サイト「エコ商品ねっと」

■エコ商品ねっとの特徴
• http://www.gpn.jp/econet/
• ８４商品分野、約１，３００社、

１万５０００商品を掲載
• ほぼ全ての主要メーカーの

主要製品の情報が入手可
• 各社の商品情報が横並び

で比較できる
• 環境ラベル（エコマーク、エ

コリーフ）の取得状況が分
かる

• 年４回データ更新で最新の
情報が入手可能
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適合品の検索方法（２）
環境情報サイト「エコ商品ねっと」

●「エコ商品ねっと」での表記例

●グリーン購入法適合商品で絞り込み ●グリーン購入法適合商品を電子データで
ダウンロード
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それでも分からない場合は
� 環境創造局環境保全部環境エネルギー課

E-mail : ks-green@city.yokohama.jp
TEL：045-671-2490

� 特定調達品目の判断の基準の内容等に関する問い合わせ
環境省（株式会社インテージリサーチ）
E-mail : gpl-support＠intage.co.jp
TEL：03-5295-1625 FAX：042-476-1388
受付時間：午前：9:30～12:00 午後：13:00～18:15（土・日・祝祭日を除く）
開設期間：平成27年8月3日～平成28年3月31日

� 環境配慮型製品やグリーン購入全般に関する問い合わせ
グリーン購入ネットワーク（GPN）
E-mail : gpn@gpn.jp
TEL：03-5642-2030 FAX：03-5642-2077
営業時間：午前：9:30～17:30（土・日・祝祭日を除く）
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物品購入等仕様書の記載方法
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適合・非該当・不適合を物品購入等仕様書Aに記載する。



特定調達物品等以外（非該当）の
商品はどのように選択するのか？

•環境物品等の判断の基準に基づき、グリーン購入に努める。

＜グリーン購入基本原則 ２＞
資源採取から廃棄までの製品
ライフサイクルにおける多様な
環境負荷を考慮して購入する

参考）グリーン購入基本原則
http://www.gpn.jp/about/rule.html
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環境ラベルの活用方法
• グリーン購入法適合商品に、共通で表示されるマークや環境ラベ
ルはありません。

• エコマーク等の環境ラベルも、グリーン購入法適合商品かどうかを
判別するのに有効な場合があります。

対象分野 環境ラベル

文具類

エコマーク認定商
品はグリーン購入

法適合

オフィス家具等

グリーンマーク表示
商品はグリーン購入
法適合
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環境ラベル活用の留意事項

•環境ラベルとグリーン購入法の基準が異なる場合があります。

•環境ラベルの取得は任意です。

対象分野 環境ラベル

画像機器等
（コピー機、プリ
ンタ等） 省エネに関する基準のみを評価

グリーン購入の調達者の手引き（平成28年2月）
http://www.env.go.jp/policy/hozen/green/g-law/tebiki/h28_tyoutatusya.pdf

●グリーン購入法の判断の基準と環境ラベルの関係性
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調査の手順を知りたいときには
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さいごに

•横浜市は、グリーン購入調達率100％を達成するこ
とが、環境負荷削減につながり、持続可能な社会を
構築することにつながると考えています。

•横浜市が、着実にグリーン購入を実施するために、
これらの情報の活用をお願い致します。
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